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要旨 

第1章 はじめに 

近年、経済など様々な分野で活発に行われている世界各国との相互交流に伴い、日本に留学

し、卒業後も引き続き日本での就職を望む外国人が増加している。このうち、中国出身者は最

多である。大学等は、社会人として必要な能力を有する人材育成が求められる中、「社会基礎

力」の向上に有効だと見られる手段として、インターンシップを重要視している。インターン

シップ場面において、中国人留学生は日本企業側に高い評価をもらうため、自分を良く見せよ

うとして行動するのだが、それがどのようなものか、どのような特徴があるのかなど、そのイ

ンターアクションを研究することには意義があると考えられるが、中国人留学生のインターン

シップの参加実態や特徴は、管見のかぎり明らかにされていない。本研究では、インターンシッ

プに参加した中国人留学生を対象としてインターアクション・インタビューを行い、1）彼ら

の参加する場面、2）他の参加者とのインターアクション行動を調査した。 

 

第2章 先行研究 

「インターンシップ」「接触場面におけるインターアクション」「インターアクション・イン

タビュー」の三つの領域から先行研究を概観した。 

 

第3章 調査概要 

本研究の調査対象者は日本の大学に所属している中国人留学生 3名（CF1、CF2、CM）である。

データの分析と考察は言語管理理論に基づき、調整行動とその規範に焦点を絞り、村岡（2006）

の「調整行動とその志向する規範」及び、ネウストプニー（1982）の「8つのコミュニケーショ

ン・ルール」という二つの理論的枠組みに沿って行った。 

 

第4章 調査結果と分析考察 

CF1、CF2、CMのインタビューデータから実質行動を抽出し、3人それぞれのインターンシッ

プ場面におけるインターアクション行動について分析と考察を行った。結果、「課題達成型」

のインターンシップには、食事、役割分担決定、課題内容決定、担当内容決定といった場面が

現れ、それぞれの場面における実質行動を遂行するため、3名の中国人留学生は、「8つのコミュ

ニケーション・ルール」を操作しつつ、様々な調整行動を行っていることが分かった。 

 

第5章 総合的考察 

CF1、CF2、CMが実施した調整行動の規範を総合的に考察すると、3人はインターンシップの

参加者として、グループメンバーの性格や構成といった他者の影響を受け、課題の内容、そし

てそれぞれの目標と方針に応じるため、存在しているたくさんの規範のうちいくつかを選択し、

インターンシップ場面の基底規範を形成していることが明らかになった。そして、それぞれの

方向性によっては、その場面において適用される多くの規範の種類に違いが現れ、コミュニ

ケーションを優先させるのか対人関係を優先させるのかといった判断、そしてグループメン

バーの構成により、それぞれが取る調整行動にも差が現れたと考えられる。さらに、3 人のイ

ンターアクション行動には規範の変容という共通点が見られ、規範はより文脈依存的かつ動態

的なものであることが明らかになった。 
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第6章 おわりに 

本研究では、具体的な事例をインターアクション・インタビューによって採取することによ

り、中国人留学生のインターンシップの参加実態を探り、これまでほとんど解明されなかった

中国人留学生の日本語母語話者とのインターンシップ接触場面でのインターアクション行動

の一端が明らかになった。また、研究結果に基づいて、インターンシップと職場におけるイン

ターアクション能力との関係や、インターアクション行動の研究が日本語教育にもたらす示唆

などを提示し、今後の研究課題に方向を示した。 
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